
目標値 R2実績 R3実績 R4年度 R5年度
R6年度
見込

目標 担当課

1 延長保育事業 実施保育数 10園 10園 10園 10園 10園 11園 こども課
経田保育園が延長保育を実施すれば11園。実施には、保育士の確保が必要である。公立園
の統廃合等による、保育士の集約化を行うなど適正な保育士の確保を行い、ニーズにあわ
せた延長保育実施を目指ざす。

2 すこやか保育 実施園数 5園 5園 5園 4園 ４園 8園 こども課

補助要件に該当しなければ対象にならず、私立８園すべてが該当になるかは、入所申込数
によるため、目標の修正が必要だと思われる。現状は常勤の看護師等を配置しており乳児
９人以上を保育していることが要件となっている。
(看護師の配置済の園は６園。私立のうち（川原・天神を除く）うち補助要件を満たして
いる園は４園）
看護師の配置が必要となっており、看護師不足からその確保が見込まれないことが未達成
の要因にもなっている。

3 地域活動事業 実施保育数 1園 2園 2園 3園 ３園 全園 こども課
世代間交流事業、異年齢児交流等事業等の事業が対象であるが、新型コロナウィルスの流
行により、園外との交流を控える傾向があり実施しない園が増えた。状況を見ながら、各
園に依頼し、R7年度以降も継続していきたいと考える。

4 育児サロン 実施か所 10か所 10か所 10か所 9か所 ６か所 13か所 こども課

保育料無償化拡充や急速な少子化等により、未就園児が少なくなり、開催しても利用者が
いないため､実施しなくなっている園が増えた。公立４園は合同で実施している。
R7年度以降に向けては、ニーズに合わせた目標設定等、見直しが必要と考える。

5 ネットワーク構築 情報交換会実施回数 1回 1回 1回 1回 1回 2回 地域協働課
魚津市ボランティアセンター運営委員会において情報交換を行っている。ボランティアセ
ンターの運営している魚津市社会福祉協議会とも連携、協議し進めていく。
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実施回数 0回 0回 49回 51回 50 74回
ボランティアの減少、高齢化による。
週１回の開催で精一杯である
ボランティア増加に向けた工夫した募集活動の実施が必要

参加者数 0人 0人 404人 485人 450 1,050人
参加対象である子どもの数の減少による。
子どもの対象年齢の推計人口を見据えて、目標の修正を検討する。

ボランティアの人数 29人 24人 22人 24人 24 41人
ボランティアを希望する人の減少、現在所属している人も高齢化によりリタイアするた
め。
ボランティア増加に向けた工夫した募集活動の実施が必要である。

7 母子手帳の交付
妊娠11週以下での妊娠の
届出率

96.30% 94.70% 96.90% 97.90% 97.00% 100% 健康センター
妊娠12週を過ぎてから妊娠に気づく場合が一定数あるため、100％の目標達成は難しい。
11週以下で妊娠に気づける対策を検討

妊婦健診受診者 2,877人 2,744人 2,557人 2,177人 2,100人 3,100人
出生数そのものに影響される数値のため、事業の評価のためには算出方法を工夫する必要
がある。

妊婦歯科健診受診者数 98人 89人 86人 74人 74人 150人
出生数そのものに影響される数値のため、事業の評価のためには算出方法を工夫する必要
がある。
目標を人数から受診率などに変更することを検討する必要がある。

9 産婦健康診査
産婦健診受診者（延べ
数）

467人 420人 398人 370人 350人 450人 健康センター
出生数そのものに影響される数値のため、事業の評価のためには算出方法を工夫する必要
がある。
目標を人数から受診率などに変更することを検討する必要がある。

10 妊産婦乳児訪問
産婦・新生児・未熟児等
訪問

463人 442人 384人 322人 320人 500人 健康センター
出生数そのものに影響される数値のため、事業の評価のためには算出方法を工夫する必要
がある。
目標を人数から受診率などに変更することを検討する必要がある。

11
乳児家庭全戸訪問
事業

乳幼児全戸訪問率 96.20% 96.40% 97.20% 98.90% 98.00% 100% 健康センター
全員に家庭訪問を試みるが、健康センターでの面談や電話にて状況を確認する場合がある
ため、100％達成は困難である。
100％の達成率は困難であるが、目標は100％のままで良いように思う。

6
読み聞かせボラン
ティア

図書館

8 妊婦健康診査 健康センター
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12
予防接種事業・感
染対策事業

予防接種率（麻しん・風
しん混合2期）

94.00% 91.90% 98.50% 97.80% 98.00% 99.00% 健康センター
対象者に複数回の通知をして接種勧奨をしているが、保護者の意思等で接種しない場合が
ある。今後も98～99％で推移すると考えられる。

13
（追加）

虫歯予防パーフェ
クト作戦

むし歯のない子ども（３
歳児）の割合

82.90% 89.40% 90.50% 85.80% 86.00% 90.00% 健康センター
コロナ禍により虫歯予防教室を中断していたが、令和５年度から徐々に再開している。目
標の90％に近づくよう更なる方策を検討する。

保育園・認定こども園・
幼稚園での子育て講座の
実施

0回 0回 0回 0回 １回
各園1回（15
回）以上／

年

実施の要望がないため。
園への案内時期や方法について見直す余地あり。
保育園などで実施したいと思う内容に見直す、なぜ要望が無いのか等を探り、開催できる
よう検討する。

親学び講演会開催 0回 3回 4回 6回 10回
各校・各園1回
（22回）以上

／年

保育園等での実施がないため。
市PTA連合会が注力しており、小中学校での実施増が見込まれる。
保育園などで実施したいと思う内容に見直す、なぜ要望が無いのか等を探り、開催できる
ようにする必要がある。

団体数 28団体 26団体 26団体 24団体 24団体 31団体
団の統合による減少、今後も減少が見込まれる。

団員数 464人 494人 457人 435人 450人 585人

受付期間中（～８月中旬）につき暫定値
※8/7時点で368人、最終的には450人前後を見込む
※R6.4.1時点児童数1,539人を分母とする。

加入率 26.10% 28.80% 27.70% 27.10% 29.24% 36.00%

受付期間中（～８月中旬）につき暫定値
※8/7時点で368人、最終的には450人前後を見込む。
※R6.4.1時点児童数1,539人を分母とする。

16 都市公園整備事業 公園整備数 0か所 0か所 0か所 0か所 １か所 2か所 都市計画課

国補助金の配当が少なかったため目標が達成できなかった。
R6年度中に１か所（新金屋公園）整備が完了する見込み。
国の補助金配当以外で整備を進められる方法はあるのか、今後の目標設定を見直さなけれ
ばならないのかを検討する。

17
屋内の子どもの遊
び場整備事業

整備数 １か所 1か所 1か所 1か所 1か所 2か所
こども課
都市計画課

令和９年度 新川こども施設開設予定（２か所目）

14
親学び講座・
子育て講演会

生涯学習・
スポーツ課

15 スポーツ少年団
生涯学習・
スポーツ課
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18
多様な働き方に関
する情報提供

企業訪問数 0社 0社 26社 88社 120 120社 商工観光課
企業訪問を通して、ワークシェアリングやテレワークなど、多様な働き方に関する情報提
供を進める。
企業訪問数達成に向けた訪問計画等を作成等、達成に向けた取り組みを検討する。

19
フ ァ ミリー・サ
ポートセンター事
業

依頼会員数 98人 88人 78人 88人 88人 110人 こども課

目標値を「依頼会員数」だけではなく、「協力会員数」を加えた合計⇒「会員数」とした
い。（R5年度の会員数は118人）目標修正が必要。協力会員の年齢層が高いこともあり、
目標の設定を検討する。
何の数値を事業の参考にしていくかで決める必要がある。
協力会員を増やすための対策を検討する。

20
ひとり親家庭等学
習支援事業

実施回数（年間） 28回 43回 48回 45回 45回 52回 こども課

毎週日曜日に実施。目標の52回は年間の日曜日の回数。GWや年末年始の大型連休などが
あるため、目標達成は困難。目標修正が必要。ボランティアや登録生徒数が減っているた
め、今後、ニーズ調査を実施して、目標設定を行いたい。
ボランティアや登録生徒数増加の取り組みを検討する。
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